
クロミンククジラ　南極海・南半球
（Antarctic Minke Whale, Balaenoptera bonaerensis）

最近の動き

第一期／第二期南極海鯨類捕獲調査（JARPA、JARPA II：
1987/89-2014/15）、新 南 極 海 鯨 類 科 学 調 査（NEREP-A：
2015/16-2026/27）における捕獲対象種であったが、我が国の
国際捕鯨委員会（IWC）の脱退（2019 年 6 月 30 日）にともない
2018/2019 年の調査を最後に NEWREP-A が終了し、それ以降
の捕獲はない。

2018 年にスロベニアで開催された国際捕鯨委員会科学委
員会（IWC/SC）では、2001 ～ 2014 年にかけ実施されたインド
洋系群と太平洋系群のクロミンククジラ詳細資源評価のとり
まとめ結果が、IWC が発行する学術雑誌「Journal of Cetacean 
Research and Management」に投稿されたことが報告された。

利用・用途

鯨肉は主に刺身や大和煮として食されている。また、ヒゲ
板は工芸品として利用される。商業捕鯨モラトリアム導入以
前には、工業原料として鯨油が利用されていた。

漁業の概要

従来、ミンククジラは北太平洋、北大西洋及び南半球に分
布 す る も の を 含 め 1 種（Balaenoptera acutorostrata、英 名：
minke whale）として考えられてきたが、現在、IWC（国際捕
鯨員会）では北半球に生息するミンククジラ（B. acutorostra
ta、英名：common minke whale）と南極海に生息するクロミ
ンククジラ（B. bonaerensis、英名 Antarctic minke whale）の
2 種に分類している（IWC 2001）。IWC では判断が留保されて
いるものの、海棲哺乳類学会分類委員会ではミンククジラを
さらに 3 亜種に分類している（北大西洋産ミンククジラ（B. a. 
acutorostrata、英名：North Atlantic minke whale）、北太平洋
産ミンククジラ（B. a. scammoni、英名：North Pacifi c minke 
whale）、ドワーフミンククジラ（B. a.  un-named subsp.、英名：
dwarf minke whale）（Committee on Taxonomy 2016）。クロ
ミンククジラはミナミミンククジラと呼ばれることもある。

母船式及び沿岸大型捕鯨業が盛んであった 1970 年代初め
までの主要捕獲対象鯨種は、シロナガスクジラ、ナガスクジ
ラ、イワシクジラ及びマッコウクジラ等の大型鯨であり、小

型のクロミンククジラは商業的価値も低かった。IWC が取り
まとめている国際捕鯨統計によると、1951/52 年のソ連船団
による 9 頭の捕獲が、統計上に現れるクロミンククジラの最
初の捕獲記録である。1950 年代後半には年間 100 ～ 500 頭が
捕獲されていた（付表 1）。しかし、IWC が 1975 年に新管理方
式（NMP）を導入して以後、次々と主要鯨種の捕獲が禁止され
るにしたがって、徐々に本種の商業的価値が高まった（図 1）。

日 本 は 1963/64 年 に 少 数 の 本 種 の 捕 獲 を 行 い、ま た
1967/68 年に仁洋丸船団による試験操業（597 頭）を経て、
1971/72 年に 3,000 頭あまりを捕獲して本格的な本種を対
象とした捕鯨を開始した。翌 1972/73 年から、シロナガス
換算方式（Blue Whale Unit（BWU）：シロナガスクジラ 1 頭
を 1 BWU とし、ナガスクジラでは 2 頭、イワシクジラでは 6
頭、ザトウクジラでは 2.5 頭で 1 BWU と換算する）の廃止と
ともに本種を含む鯨種別捕獲枠設定が IWC において開始さ
れたほか、この漁期からソ連が本格的に本種対象の操業に参
入し、捕獲数は年間 6,500 頭あまりに増加し、年々増加した。
1975/76 年以前は捕鯨船団付属の目視船から得られた資源量
ならびに IWC/SC からの助言等に基づいて捕獲枠が設定され
ていたが、以降は NMP に基づいて捕獲枠が決められるように

クロミンククジラの外形（北半球に生息するミンククジラに見られる胸鰭付け根の白帯がないのが特徴）

図 1. 1928 年から 1986/87 年までの南極海母船式捕鯨による鯨種
別捕獲頭数の変遷、1987/88 年から 2018/19 年にかけては調査によ
る標本採集数の変遷
デ ー タ 出 典：Allison（2016）、水 産 庁 HP（https://www.jfa.maff .go.
jp/j/whale/w_document/index.html：最終アクセス日 2020 年 2 月
4 日）。
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なった。また、1978/79 年からはイワシクジラが禁漁となって、
クロミンククジラの重要性がますます高まった。1979/80 年
にはクロミンククジラを除く母船式操業が禁止となり、この
決定によりマッコウクジラも事実上捕獲不可能となって、南
極海で捕獲できる鯨種はクロミンククジラのみとなった。一
方、1978/79 年 か ら は IWC 国 際 鯨 類 調 査 10 か 年 計 画（IWC/
IDCR）（1996/97 年からは IDCR を引き継ぐ形で南大洋鯨類生
態系総合調査計画（SOWER）として 2009/10 まで実施）によ
る本種の科学的な資源量調査が始まり、充実した資源情報の
下で管理が行われ、年間 6,500 ～ 8,000 頭の間で安定した操業
が行われていった。つまり、クロミンククジラは、他の多くの
捕鯨対象種とは異なり、資源管理が強化されて以後に資源開
発が始まり、また資源調査の充実や資源量に対する捕獲率が
低いことや後述する生物学的特性もあって、資源の悪化を招
くことなく比較的順調に操業が行われてきたと考えられる。
しかし、IWC は 1982 年に鯨種や系群ごとの資源状況の違いを
無視し、本種のような資源状態が健全な種を含めた全面的な
商業捕鯨の一時停止（モラトリアム）を採択した。

モラトリアムが採択された当初、日本、ソ連、ノルウェー（北
大西洋のみ）は異議申し立ての下に本種を対象とした商業捕
鯨を継続した。南極海では 1984/85 年以降も年間 5,000 頭あ
まりのクロミンククジラが捕獲されていたが、日本は 1986
年に異議申し立てを撤回し 1986/87 年漁期を最後に本種を含
めた南極海での商業捕鯨を中断し、ソ連も同漁期から南極海
での操業を取り止めた。

南極海以外では、過去には南半球の中低緯度において、ブ
ラジル（1971 ～ 1983 年）と南アフリカ（1972 ～ 1975 年）が
共に自国の沖合で本種を対象とした捕鯨を行っていた。

調査による捕獲

日本は 1987/88 年から国際捕鯨取締条約（ICRW）第 8 条に
基づき、本種の捕獲枠設定に必要な生物学的情報を得るため
に南極海鯨類捕獲調査（JARPA）を開始した（Government of 
Japan 1987）。この計画は当初の 2 シーズンを予備調査とし、
1989/90 年より本格的調査に移行した。JARPA は IWC が南極
海に設定した大型鯨類管理海区（図 2）の IV 区と V 区を毎年交
互に調査しており（図 3）、初期には本種の計画標本数を 300
頭± 10％として捕獲していたが、1995/96 年より系群の東西
方向の広がりを調べる目的から調査海域に III 区東半分と VI
区西半分を追加して拡大し、計画標本数も 400 頭± 10％に増
加された（Government of Japan 1995）。その後、2004/05 年
まで 18 年にわたって本調査を実施した（付表 2）。

JARPA により得られた情報の解析を通して、鯨類を中心と
する南極海生態系の構造が変化し続けていることが示唆さ
れたため、このような変化を検証するために、第二期南極海
鯨類捕獲調査（JARPA II）を 2005/06 年より開始した（本種の
計画標本数を 850 頭± 10％として捕獲。その他、ナガスクジ
ラ及びザトウクジラも採集対象に加わった）（Government of 
Japan 2005）。しかしながら、日本は 2014 年の国際司法裁判
所「南極における捕鯨」訴訟判決を受け、JARPA II を取りやめ
た（2014/15 年は目視調査を実施）。

2015/16 年より、国際司法裁判所の判決の趣旨を踏まえ策
定された、新南極海鯨類科学調査計画（NEWREP-A）に基づ
く新たな調査が ICRW 第 8 条に基づき開始された（Governme
nt of Japan 2015）。JARPA では、我が国は、南極海で本種の計
画標本数を 300 頭± 10％として、各漁期 241 ～ 330 頭を捕獲
した。1995/96 年より計画標本数を 400 頭± 10％に拡大して
2004/05 年まで各漁期 389 ～ 440 頭を捕獲した。2005/06 年か
ら 2013/14 年までの JARPA II では、本種の計画標本数を 850
頭± 10％として各漁期 103 ～ 853 頭を捕獲した。2015/16 年
より開始した、NEWREP-A に基づく新たな調査では、II 区、IV
区、V 区及び VI 区を調査海域とし、RMP（改訂管理方式）を適
用したクロミンククジラの捕獲枠算出のための生物学的及
び生態学的情報の高精度化及び生態系モデルの構築を通じ
た南極海洋生態系の構造及び動態の研究を目的として、目標
捕獲頭数 333 頭が設定され、調査が実施された。なお、本計画
のうち、捕獲をともなう調査は我が国の IWC 脱退にともない
2018/19 年をもって終了し、それ以外の調査（非致死的調査）
は、南極海鯨類資源調査（JASS-A）に引き継がれ、2019/20 年
から実施されている。

生物学的特性

クロミンククジラは、南半球の夏季に南極海の索餌場まで
南下回遊し、冬季には南半球中低緯度の繁殖場まで北上回遊
していると考えられている。夏季には南緯 60 度以南の南極
海に広く分布するが（図 2）、このうちインド洋区（東経 35 度
から 130 度までの海域）と太平洋区（東経 165 度から西経 145
度までの海域）にそれぞれ遺伝的に独立した集団（インド洋
系群と太平洋系群）が分布していることが明らかになってい
るが、上記の経度範囲外の分布域はわかっていない（Pastene 

図 2. IWC による南極海大型鯨類管理海区
ローマ数字は海区を表す。I 区（Area I）：西経 120 ～西経 60 度、II 区

（Area II）：西経 60 ～ 0 度、III 区（Area III）：0 ～東経 70 度、IV 区（Area 
IV）：東経 70 ～東経 130 度、V 区（Area V）：東経 130 ～西経 170 度、
VI 区（Area VI）：西経 170 ～西経 120 度。
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and Goto 2016）。東経 100 度から 165 度の海域には両系群が
分布する。インド洋区と太平洋区以外の海域についてはデー
タが不足しており、集団構造は不明である。

1 回の妊娠で 1 頭を出産する。本種の妊娠期間は 10.5 ～ 11
か月と推定されており（Lockyer 1984、加藤 1990）、出生体長
は 2.80 ～ 2.85 m（Ohsumi 1966、加藤 1990）と推定されてい
る。授乳期間に関する直接的な情報はないが、おおよそ 3 ～
4 か月程度と考えられている（Williamson 1975、Best 1982、
Kato and Miyashita 1991）。

本種の妊娠周期は 1.28 年周期（Best 1982）で、ナガスクジ
ラ科の他種の妊娠周期 2 ～ 3 年周期に比べて短い。こうした
短い妊娠周期を維持し、かつ交尾のタイミングを逃さないた
めに、授乳中にすでに次の妊娠に入る個体がおり、低緯度海
域で新生児を離乳したものから随時、索餌のために南下回遊
することにより、繁殖周期と回遊周期の調整を行っていると
考えられている（Kato and Miyashita 1991）。一般に、ひげ鯨
類は性成熟に達した後は生涯にわたって妊娠し続け、老齢に
なっても妊娠率は低下しないと考えられているが、本種では
性成熟後 35 年以上経過すると、見かけ上では妊娠率が低下す
る傾向が見られる（Kato et al . 1984）。

クロミンククジラは雄が体長 7.9 m、雌が 8.2 m で性成熟に

達する（Kato 1987）。性成熟体長は生息密度や環境の変動に
よっても変化しない（Kato 1987）。JARPA 及び JARPA II で捕
獲した成熟雄と成熟雌の平均体長／体重はそれぞれ 8.4 m ／
6.9 トン、8.9 m ／ 8.1 トンと報告されている（Tamura and Ko
nishi 2014）。

一方、性成熟年齢は密度依存的に変化することが知られて
おり、耳垢栓変異相（性成熟年齢の指標；Lockyer 1972、Kato 
1982）を用いた解析から、クロミンククジラの平均性成熟年
齢は、1940 年代には 11 ～ 12 歳であったが、本種を対象とし
た商業的捕獲が開始された当初の 1970 年代初頭には 7 歳前
後にまで若齢化したと考えられた（Masaki 1979、Kato 1987、
Kato and Sakuramoto 1991）。この変化は、生態学的な競合種
であるシロナガスクジラやナガスクジラの資源が商業捕鯨に
より減少したため、個体あたりの摂餌量が増加して成長が速
まり、結果として性成熟年齢が若齢化したと解釈されている

（Kato 1987）。この若齢化現象については、本種の資源管理上
に大きな影響があるため、その真偽を巡り IWC/SC では長期
にわたって激しい議論が交わされてきたが、1997 年の IWC/
SC 年次会議において、若齢化現象が認められた（IWC 1998、
Thomson et al . 1999）。その後の解析により、1940 年は 14 歳
だったものが 1960 年代には 7 歳となり、以降、1990 年代まで

図 3. IWC/IDCR 及び SOWER の南極海周極調査 2 巡目（左）と 3 巡目（右）の IWC 大型鯨類管理海区（I ～ VI 区）毎の調査域（上）ならびにそれ
ら調査におけるクロミンククジラの発見位置（下、桃色の丸）
黒色の太線は調査船が調査を行った区間。調査時における海氷の状況も合わせて示した。海区の詳細は図 2 を参照。Murase（2014）を改変。
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7 ～ 8 歳で推移していることが明らかになっている（Bando 
et al . 2014）。

本種の（標本中の）最高年齢は 62 歳であるが（加藤 1990）、
これは異例に高く、通常は 50 歳前後が寿命と考えられる。
SCAA（Statistical Catch-At-Age；統計的年齢別捕獲頭数モデ
ル）の結果から本種の自然死亡係数は年齢依存性があること
が示唆されており、インド洋系群と太平洋系群の 15 歳ではそ
れぞれ 0.048、0.046 と推定されている（Punt 2014、Murase et 
al . 2017）。

食性は、ナンキョクオキアミヘの依存度が高くその割合
は 90％以上となる（Tamura and Konishi 2009）。その他のオ
キアミ類、またロス海の大陸棚ではコオリイワシも捕食す
る。1 日の摂餌量は成熟雄と成熟雌でそれぞれ体重の 2.65％、
4.02％と推定されている（Tamura and Konishi 2014）。シャ
チは本種の捕食者として報告されている（Pitman and Ensor 
2003）。

資源状態

2001 年から 2014 年までの 13 年間にわたり、IWC/SC にお
いて東経 35 度から西経 145 度までの海域に分布する本種の
インド洋系群と太平洋系群の詳細資源評価が行われた（Mura
se et al . 2017）（図 4）。本詳細資源評価では、分類、捕獲、資源
量推定、空間分布、系群構造、生物学的特性値、資源動態、摂
餌生態、栄養状態、環境化学、マリンデブリス及び種間関係等
の多岐にわたる検討が行われた。データが不足しているため、
上記の海域以外に分布するクロミンククジラの詳細資源評価
の実施は当面行われない。なお、本種の南極海全体における
詳細資源量評価は 1990 年にも行われている（IWC 1991）。

SCAA を用いた評価の結果、本種の資源量は 1950 年代から
1970 年代にかけ増加し、以降、1980 年代にかけ低下した後、
以降は安定していることが明らからになったが、初期ならび
に 1970 年代の資源量についてはさらなる検討が必要とされ
ている（Punt 2014）。

SCAA に用いた本種の資源量推定は、IWC/IDCR-SOWER で
得られた計 3 周の南極海周極目視調査データを用いて行われ
た。それらの結果を基に 2012 年の IWC/SC において、OK モデ
ルと呼ばれるモデルの結果をベースに、SPLINTR と呼ばれる
空間モデルからの結果を補正に使った資源量推定値が IWC/
SC で合意された（IWC 2013）。資源量推定値は、2 回目の周極
目視調査（1985/86-1990/91 年）では 72 万頭、95％信頼区間
は［51.2 万頭、101.2 万頭］となった。3 回目の周極目視調査

（1992/93-2003/04 年）の推定値は 52 万頭、95％信頼区間は
［36.1 万頭、73.3 万頭］である。これらの周極目視調査では調

査されていない海氷域（Williams et al . 2014）や南緯 60 度以
北にも相当数の個体が分布していることが報告されており、
上記の推定値は過小であると考えられる。1 回目の周極目視
調査（1978/79-1983/84 年）では、調査線上の見落とし確率を
推定するための独立観察者実験が行われなかったため、1 回
目の周極目視調査の個体数は推定されなかった。

管理方策

クロミンククジラの資源は、1990 年の包括的評価により、
商業的に利用可能な資源であることが確認されたが、IWC は
1994 年の改訂管理方式（RMP）承認の際に、監視取締措置を
含む改訂管理制度（RMS）が採択されるまで、RMP の運用のた
めの適用試験を行わないように IWC/SC に指示する決議を採
択した。また、同年、科学的根拠を有さない「南大洋鯨類サン
クチュアリー」が採択され、これによりおおよそ南緯 60 度以
南の海域が鯨類保護区とされ、当該海域におけるすべての大
型鯨類の捕獲が禁止された。これに対して我が国は、本種に
ついて「南大洋鯨類サンクチュアリー」に対する異議申し立
てを行っており、本種に関する限り、その効力は我が国には
及ばない。最新の詳細資源評価の結果からも、直近の 20 年で
はインド洋系群と太平洋系群の資源量は安定していると評価
されている。

科学的根拠に基づく適切な鯨類資源管理を実現するため、

図 4. SCAA により推定したクロミンククジラのインド洋系群（左）及び太平洋系群（右）の 1 歳以上の資源量（頭数）
（Murase et al . 2017 を改変）
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我が国はクロミンククジラの捕獲をともなう鯨類科学調査を
実施してきた。南極海は、世界で最も鯨類資源が豊富な水域
であり、将来、これら資源を国際的に利用する必要性が生じ
る状況も想定し、資源量や生態を継続して把握していく必要
がある。

このため、我が国は、2018/19 年をもって終了した NEWREP
-A で実施していた目視調査のほか、バイオプシーによる表皮
採取や衛星標識・データロガーを用いた回遊・接餌行動の観
察等の非致死的調査を、2019/20 年から開始した南極海鯨類
資源調査（JASS-A）において継続し、持続可能な鯨類資源の利
用に向けた鯨類の資源量とそのトレンド、分布や資源構造等
の解明を進めることとしている。

執筆者

外洋資源ユニット
鯨類サブユニット
国際水産資源研究所　外洋資源部　鯨類資源グループ
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クロミンククジラ（南極海・南半球）の資源の現況（要約表）
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付表 1. 南半球における商業捕鯨によるクロミンククジラの国別捕獲頭数
データ出典：川嶋・加藤（1991）。
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付表 2. 国際捕鯨取締条約第 8 条に基づく日本政府の特別許可の下
で実施された調査におけるクロミンククジラ捕獲数
データ出典（最終アクセス日 2020 年 2 月 5 日）：日本鯨類研究所 HP

（https://www.icrwhale.org/）、水産庁 HP（https://www.jfa.maff.go.
jp/j/whale/w_document/index.html）。

注：struck and lost を含まず。
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